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研究成果の概要 

 

2023年次はオンライン学習システムで得られる学習者の学習履歴から学習者の能力成長を推

定する手法として、畳み込みニューラルネットワークを用いた深層学習手法と項目反応理論を組み

合わせた新たな手法を提案した。既存手法の能力推定方法では学習者の能力値が課題に取り組

むごとに大きく変動する問題があったが、提案手法では畳み込みニューラルネットワークを用いて

過去の長期の能力変動の特徴を考慮して能力推定を行うことにより、能力の急な変動を抑え、

徐々に変化するような能力推定が可能となった。提案手法は多次元のスキル(学習範囲)に対する

能力変動を考慮することができ、評価実験では、ある課題に取り組むと関連するスキルに対応する

能力も連動して変化することを示した。また、学習者の未知の課題への反応（正答誤答）について

既存手法と比較して高精度に予測できることを示した。上記の研究成果が電子情報通信学会論文

誌に採録され、教育システム情報学会と日本行動計量学会で学会発表を行なった。提案手法の

能力推定は同一のスキルに回答している場合には緩やかな変動を示したが、一方で解答する課

題のスキルが変わるときに急激な能力変化が起こってしまう問題がある。2024年次はこの問題を解

決し、多次元の能力推定の解釈性を高めることを目指す。 
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